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発ず酵ワl二考えものを―フお議ち致しまt
裁雛 票場 ヽ`ありそこに買物lこ表たなが/′ ′′露礼で

'′

θ′町の買ンなした′艶増この事手こ1■

お釣りがなく綺 つて′/´ ′札/′」軟と替えてもらいぶにお釣りむ′′′口渡したψ軟 して轟の主

人参きく、さうきのノ′′ 博́礼は鮨硫蔵と云う華て早童本勤 オtとぶり替承 oさて厳子屋はいくら

強をtた0ヽ r

群、舞りの人 :プラス.マ イナス oで鬱益なじ′

碁     :'θ θのお感子と2θ θ頭のお勢りで/′ θθ爾//9等 。

象多産  :お金の鉾 は,定であらかあ、爾物じを入|■/′ θθグ騨 あヾまと
`よ

それたI餓さι

払 伊ある。僕つて祟手曇:Jノ′
`鯵

碑撓したことになろぅ

この様にキ考
‐
にプラスがあれは、1生にそ手マイナスバあると云うす。喜峙′盗 功ギー民(｀ あるとニラ

老えなば大すな考えオでわるθ

争ョお議 Lよ うとする孝ば、勤鑢 審/jf一 たであると蓋う幸、抑ちこど)曜議事ま―一方1■プラスが`あl_7ぼ

μす花若の一方|■ マィすズかある。 堵灘ぶ常魔 震ζ で先ず思いますもめぶ こ″た́

ゲ        (千ホlレ ギーの構 )であ浄.
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でいな珍はこの輝な争を奮電して騒たて`いろのではなt卜 .臓 歓アウ幸看きt｀ てTttU二 Cなる様に

発んでくれるのであろリム・ それは ∫〃蛯テ箔
t/妖瑯の饗朝した量であ夕 りヽである。こり

ι%崚プフトを翻 すると目策を竃
モ
に α缶ぇた4Zイt'するや力ヾ童未る。

弯然は人爾が考え、稚明 l´ た漱富り,関山枠であると天争奉″ゞX来る。

気心ヽ0ヾ―率で`あるとスうことを二つと嵐単なものからな ′4鬼よク.
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〃)撰性の網 (`  慨 死 醗 レ げ ι ψ 場 五 )

い=cコフう δひ=θ
よつているもの2J琳おお分かなtヽ猥り何時までも上ろうとしている″少なる速度れ ってぃろもの

なt外#お帝かなo隠り、信時までもひなる速まで珀こぅとする。
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そして チメ l ん姦″at
この様にして ご滉句夕  とは人飾畔つ趣聡 で

と名ぐイる。

鉾の中で物をお した時

●、ぃ種離があると く(ι
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であろうヽな標L激 し

1｀ あ t武升 な ら
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マメンノ にすることが嵐まないθヽ。
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発確″ 力Pあつた。のでぼなくて,人 爾ォ1ヽ亮出 したものである。この様に人

薇が工たし、発町 してイく幸によつて、すべてのものを式によって爾学に五い豪わず
‐
おjヾ慇来る様に

なる。
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を雲躊的に載分したもの,

: 場講の動数

・ デ≦針二/ル・くな  :場請の角鞍
子 =,レ   1晟 前 季   れ : 場新の機漱

こ でゝ全く′″学現象と光現嗽か同 じtユなつた。印ら,物 t績攀る時菫る道は、その様な漁竹率を

持つている夕剤を重ろ光峨現ふと金く同とになる。

たとな学的え象とは,一見虚く異なる糠ιt見えるか、人ロム・覆手Iな ものを亮明して行く勤こよつく

全く一つの平式たヨと勒る事責質オろ療になる。

令tは今〕ルの 多σただ′レ24ハι する量を考えて来たoく肩
`編

薄当に作り /_7多 くつ菫の中で′

有故滋贅の一つ■轟ろのム,モえid載量に着目すると′≧れ薇 ケにする事によつて決まる。編仮そ

の準無て餃であつたかと二うと,人司らf発明する幸か獄ふたからであろ.

人向0ヾ
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意承科学を魯編する時に、色マなヤタ1`起 フてよるのであろ。 ズ陸ぇん
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 か兆略す

らには,響赫ヽ そこに一つの規[剣 色予定とている。その規剰は棚 0ヽ ら,自然
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JD中 にあるめてヽはなぐ

スロ自嗜綱塩して行かなくては彼らないのである。鋼たば 仰 授こといり機 は、そc繊ギリ才き足纂

するやとよつて初めて戯立つのである。                           :
剣難した置,印ち′畿勒を採暮 Lた り′予夕にしたつする量を人口か羅彎た′g驚 を `毛4α舜ん

じて簿く。人観錢 ス4数ひ んに  の難動方繹式と0＼ ,座標と
'ヽ

スウtの と使つて′密策界、のも・Jp

な義ゎして行く。
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ク とスシことるヾ獣よる。自然1意予切持にも美しtヽ

,1、 縦題と′て斌ぅと、ロポ:よ く南の作つたものであると考えることによつて
麒人の機 動か美し
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豊 日 の 盤 奪 考

彰 薙  9千 孝

穏 紺 F r年 十

軍 ね ∠ 2年 十

霧 象 ノ イ キ 千

締 お 77年 キ

幕 和 三 3年 千

影 中 Z7年 十

影 脅 2′ 年 十

“

お 22年 拳

昭 舞 23年 千

磁 魯 ユ 4年 千

昭 和 27年 千

雛 イコ 2よ 年 千

嗜 細 ∫ ′ 年 キ

教 理 斜 な 学 生

山 下 タ ミ

泰  照 子

希 橋 た な

喜 漱 幸 手

今 キ 千工手

冷 爾 轄 子

長夕 li s、 さ手

梶 考 檸 手

薇 持 隆 手

大 平 和 手

な 口  町

襲 口 僣 子
・

兼 洋 費 手

水 田 洋 事

表 穣 長 共

薄 藤 汽 子
‐

宦 tヨ 秋 手

内 れ 許 手

甚  〒  名

音 響  素

松 永 期 子

講 曰 員 手

宇仕見 舞 手

喜 学 誌 子

洋 響 裏
`‐

十 本 諄 子
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